
今か ら 20年 近 く前、僕は初夏の 日差 しの下、秩

父の疵Iの 中で霞網 を張 り、ウグイスが網 にかかる

のをひたす ら待つていた。 あちこちで雄の ウダイ

スが囀 つているが、かかる気配はない。 ウダイス

の声を聴 きなが ら、黒澤明監督の 「椿三十郎Jの
中に出て <る 「の どかなもんだ。」とい うセ ソフが

頭の隅をよぎつた。 た しかに 「の どか もんだ」 と

傍 目には見えるか もしれないが、これでも真貪」な

のだ。録音 した他個体の囀 りを聞かせて縄張 り保

有の雄個体 を捕獲す るプ レイバ ック法ではな く、

このあた りにいるウグイスを縄張 り保有雄 もあぶ

れ雄 も、すべ てを捕獲す るためなのだ。 どうして

こんな世界に踏み込んだのだろ う。

鳥のホルモンに魅せられて研究生活を送る
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小 さい時か ら生き物は好 きで、いろいろな生き

物 を飼 つた。小学生の頃にはハ ツカネズ ミを飼い、

その後、ジュウシマツ、中学生になると伝書鳩 も

飼 つた。庭に自分で鳩舎を建て、友人のお兄 さん

か ら若い個体を分けて もらい、帰巣の訓練 も行 つ

た。

新宿高校に入学 し、理科の選択順 を 1年 に化学、

2年 に興味があった物理、3年でちよつ と手を抜 い

て生物 と決めたcと ころが石川太郎先生の生物が

とても面白かつた。同級生に聞 くと、生物の授業

は先生の戦争の体験談 しか覚えていない と言 うの

だが、メンデルの法則 による遺伝現象の説明な ど、

とても印象に残 つている。それで 3年 になって生

物学者になるんだ と思 うよ うになつていた。



浪人をしてめでたくサクラサクとなり、東大 (駒

場)では生物学研究会に入部 し活動、夏体みには、

部活動の一環 として、苗場の鳥類調査に携わつた

りした。進学先は理学部生物学科動物学専攻で、

同級生は 7名 しかいない。毎 ヨ顔を突き合わせた

学部学生生活だつた。日級生はほとんど大学院ヘ

進み、僕 も内分泌学の講座で ウ

'ラ
?光周性繁殖

11御 の研究をす ることにな つた。最初の予備実験

で、ウズテを短 目(3時間照明 16F寺 問 F音 黒、8L16D)

か ら長 日 (16L8D)に 10日 間置いただけで、ゴマ

社 ほ どの大きさの精巣が大 きな大豆 ぐらいになつ

てい るのを見て、その変化の大きさに驚き、お も

しろい と思つた。進むべ き方向がみえた瞬間だつ

たか もしれない。

ウズラの研究で博士論文 を書き、理学博士 を取

得 した次は、就職 である。大学院の修士 と博 士で

5年 、おまけに浪人 しているので同年代 の人は も

うとっ くに稼いでいる、随分 と出遅れた とい う感

じが した ものだつた。 こ うな ると大学に職 を見つ

:す るしかないが、なんのあて もなかつた。大学院

修了の年 の 1月 末 に、指導教官の先生に同道 して

ワシン トン大学へ行 き、動物学部の研究室で ミヤ

マシ トドを使 つて飲水行動の研究を した。そんな

縁で隣の研究室のポ ス ドクに採用 して もらえるこ

とにな り、その年の 11月 にシア トルに渡 り、リサ

ーチ・ア ツシエー ト生活 を送 ることになる。ア メ

リカではカエル を使 つた研 究で論文を 3つ 書いた

が、アメ リカでポス ドク生活 を続 けていけるだろ

うか と考え始めたころ、 日本か ら就職 の 国が舞い

込み、ちようど 1年で帰国す ることになつた。

こ うして東京医科歯科大学の医用器材研究所に

助手 として採用 され 、カエルか らウズラに戻つて

8年 ほ ど繁殖 とリズム とホルモ ンの研究 を続 けた。

この間、研究 :ま進 んだが、助手のままで }ま いやだ

な― とい う思いがだんだん強 くなつていつたそん

な折、同大学の教養部か ら助教授 の 目が舞い込ん

だc教養部では研究ができな くなるか もしれ ない

とい う危惧 もあつたが、閉塞状態 を打破す るため

には動 くしかない と奥心 し、お茶の水駿河台か ら

市り!l国 府台へ移動 した c

□府台は駿河台 と違い緑のある環境だつたので、

キャンパスの空き地にフライ ングケー ジを建て、

そこに ウズラを入れて 自然 の 日照時間 と温度の条

件で飼育 してホルモ ン濃度 の年同期 を測定 した り

したが、もつと野生の鳥を使って繁殖の研究がで

きないか と考え、対象をウダイスに定めて研究を

行 うことにした。

いろいろ調べ、アイール ドを東大農学部付属秩

父演習林 と定毒、野生の鳥の鶴獲許可を取るため

バンダーの資格を取 り、霞網をそろえ、満を持 し

て、演奮林に乗 り込んだ。 1996年 のこと■Pあ うc

多いときはほぼ毎運、国府台から、車で演習林ま

千 1選 `、 キ

最初の年 :ま なるべ くた くさんの個体を捕獲 して

採血、体重や翼長、鮒鎌長 を測定 し、一年の変化

を調べた。その後、なぜ雄 |ま長い問囀 り続 けるの

かを明 らかにす るために、ス トレヌ,応 答の季節的

な変化を調べた。結果は一雄一錐の繁殖戦略 を と

る鳥類 とは異なつていたので意を強 くし、さらに

縄張 りを明確 に して同一個体から採 血 tノ てホイレモ

ンの動 きを調べ ることに した。 と言 うな易 しいが

これが大変だつた。 ウダイスはオオ ヨシキ リの よ

うに葦のてつべんで大 口を開けて囀 るの とは違い、

姿はほ とん ど見えない。そ こで囀 りを録音 して声

紋分析 にか
'す

て個体識別 をおこなつた。こうして、

縄張 りを確定 して、縄張 りのオーナーをi南 獲す る

べ く縄張 りの境に霞網 を張 り、ブ レイバ ック法で

捕獲 した。

観察を していると、オーナー とは別 に、縄張 り

を持たないあぶ力′雄 が多数いることが分か った。

それで、冒頭のの どかな捕獲 につながるc両者 を

区別 して捕獲す ることができ、血中ホルモ ンや体

格 を解析す ると、オーナー とあぶれ雄の間に差は

見つか らなかつた。DNAに よる親子鑑定で、 どう

や らあぶれ雄 も子を残 していることが示唆 された c

の どかに見えるウダイスの世界で も、激 しい種内

の競争が存在す ることを示している。「の どかな も

んだ」ではないのであるこ

とい うわけで、秩父の 111の 中で ウダイスを追い

かける研究を展開 したのが、研究生活の最後の仕

事になつた。偶然 も焼倖 もあつたが、何故だろ う

の探求心で、好 きな研究を続 けてこられた。研究

はやっば り面 |]1/・ と、つ くづく思 う。皆 さん もこ

んな道 、いかがですか。

(朝 陽同窓会の ご協力 を得て 「先輩か らの言葉」

を掲載 しています。)
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